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科目名 
 

仏教学 

対象学科・学年 
  文学部全学科1回生  
 教育教福1回生  
   
  
  

担当者 
 

貫名 譲 

授業テーマ 
 （前期）『仏説観無量寿経』の世界にふれる  （後期）鎌倉新仏教の祖師とその教え 
授業の概要と目標 
 前期は、浄土教の世界にふれてみたいと思います。『仏説観無量寿経』の中に描かれる「王舎城の悲劇」を通して、「罪と慚愧」

「救い」とは何かを問題にしていきます。 
 後期は、日本思想史上、大きな転換期となった鎌倉時代にスポットを当て、人々に大きな影響を与えた思想家（仏教者）の生

き様と説き残した教えを見ていきます。 

評価方法 
 レポート試験（６０％）、出席状況・授業態度（４０％）、総合評価で行います。 

テキスト 
  

著者 
  

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 ―前期― 
① はじめに 
② 「仏教」って何？ 
③ 仏教を説いた人、釈尊とはどんな人物か？ 
④ 阿弥陀仏とその世界 
⑤ 『仏説観無量寿経』とは 
⑥ 王舎城の悲劇のはじまり 
⑦ 悪友との出会い 
⑧ 母の願い 
⑨ 父を殺す 
⑩ 慚愧の心 
⑪ 釈尊との出会い 
⑫ 救い 
⑬ 『仏説観無量寿経』から見えてきたもの 
⑭ まとめ 
⑮ レポート試験 
 
―後期― 
① はじめに 
② 日本の思想史 
③ 日本仏教の誕生 
④ 平安時代の仏教 
⑤ 鎌倉時代とは 
⑥ 鎌倉新仏教 
⑦ 法然の仏教 ～南無阿弥陀仏の世界～ 
⑧ 親鸞の仏教 ～感謝と家族～ 
⑨ 栄西の仏教 ～自らの心を清らかにしていく～ 
⑩ 道元の仏教 ～ただひたすら坐禅～ 
⑪ 日蓮の仏教 ～南無妙法蓮華経の世界～ 
⑫ 彼らの残したもの 
⑬ 現在の日本思想 
⑭ まとめ 
⑯ レポート試験 

 


